
 

第 15回 FDフォーラム実施報告 

 

10月 30日（水）、天白キャンパス 11号館 5階 504教室において、第 15回 FDフォーラ

ム（主催：名城大学 FD委員会・大学教育開発センター）を開催した。今回は、「いかにし

て学生の主体的な学習の場をつくるか」をテーマとし、教職員、学生、他大学関係者等 84

名が参加して行った。 

 

はじめに、中根敏晴学長が、「本フォーラムを通し、

学生主体の取組から教員も刺激を受けていただきた

い」との開会挨拶があり、FD委員長でもある森川章

副学長が、「教育と共育」をテーマに、教員が学生を

教え育てるだけではなく、学生によって教師もまた

育てられるという、教師と学生が共に育つという観

点の重要性を説明した。 

 

 

 

第 1 部は、薬学部の大津史子准教授と学

生の鈴木亮平さんが「学生フォーラム」を

テーマに講演。プログラムの紹介をすると

ともに、企画を通じた学生自身の成長と、

それを教員が実感するための教員の学びの

場としての効果について発表を行った。続

いて、第 2 部は、経済学部から渋井康弘教

授、学生の杉山文規さん、柴田侑里さんが、

経済学部の取組「ゼミナールレポートフェ

スティバル」について講演。企画の狙い、

沿革、運営方法を中心に、教師のアドバイ

スと学生の主体性でつくる学生学会による

学 び の 成 果 に つ い て 発 表 し た 。

 

 

 

 

 

 

 

 

全学意見交換会では法学部の前田智彦教

授をファシリテーターとし、学部からの意

見・質問を基に、活発な意見交換が行われ

た。 

最後に、森川章 FD 委員会委員長から、

今後も各学部等の教育改善の経験交流を進

めていきながら各学部・研究科主体の FD

活動を推進していきたいとの総括をもって、

第 15回 FDフォーラムを終了した。 




